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貢 献 賞 
 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 井須 威博 

蒸気タービンに関する IEC 国際規

格及び関連 JIS 規格の改正原案作

成 

国際規格である IEC 60045-1（Steam Turbines 

- Part 1: Specifications）の改正にあたり、欧

州勢が多数を占める作業チームの中で、日

本委員会からの改正要望を改正案に反映す

ることに成功した。加えて国内で適用例の

ない欧州の実施例を盛り込みたい欧州勢に

対し、国内メーカ・ユーザに取って許容で

きる内容に軌道修正するなど能動的に活動

した。 

また、当該国際規格と対応する JIS B8101（蒸

気タービンの一般仕様）の改正作業に際し

ても、IEC 規格改正作業の当事者としてその

背景情報を共有したことで、盲目的な国際

規格の翻訳ではなく我が国独自の事情を踏

まえた JIS 改正素案作成に寄与した。 

これら一連の活動をとおして、我が国にお

ける標準事業の発展に大きく貢献した。以

上のことから、日本機械学会標準事業表彰

（功績賞）に値する。 

2 中村 隆夫 
プラント保全のための環境疲労・

配管減肉規格基準制定活動 

候補者は、発電用設備規格委員会のなかで

長年幅広く活躍している。特に軽水炉プラ

ントの環境疲労評価及び減肉管理評価に関

して、原案を作成する分科会やタスクグル

ープの主査等を務め、４規格の原案作成に

大きく貢献した。これらの規格は軽水炉運

転下で起こりえる損傷モードに対する評価

方法を示すものであり、国内全プラントの

保全に適用され、軽水炉の安全な運転に大

きく貢献した。 

また、特に環境疲労評価に関しては、米国

を中心とした海外諸国への情報提供も積極

的に実施し、NRC ガイドラインや ASME 規

格にもほぼ同じ手法が取り入れられてお

り、国際的レベルでの貢献も大きい。以上

のことから、日本機械学会標準事業表彰（功

績賞）に値する。 

国 際 功 績 賞 
 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 朝田 誠治 
原子力設備構造規格の国際整合性

確保に対する貢献 

候補者は、日本機械学会設計・建設分科会

の主査を長年務め、設計・建設規格の策定

において中心的な役割を果たしている。こ

の経験を活かし、各国の原子力設備構造規

格を策定する規格策定団体（SDO）が集ま

って規格の方向性を議論する SDO Code 

Convergence Board の議長として、Board の

議論を主導し、各国の意見をまとめて、規

格の国際整合性確保に努めてきた。 

また、ASME BPV Code の委員としても活動

し、日本機械学会規格の ASME BPV Code

への取込みにも貢献した。これらの活動は、

原子力設備構造規格の国際整合性を図り、

原子力発電所の安全性向上に大きく貢献す

るものである。以上のことから、日本機械

学会標準事業表彰（国際功績賞）に値する。 



 

コ ー ド エ ン ジ ニ ア 賞 
 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 釜谷 昌幸 

発電用原子力設備規格 維持規格

及び環境疲労評価手法の改定に対

する貢献 

候補者は、長年、「発電用原子力設備 維持

規格」に関係する解析的研究を精力的に進

め、き裂が発生した配管などの強度評価法

の精度向上に寄与する改定に大きく貢献し

た。さらに、最近では、想定き裂の進展に

基づいて疲労に対する健全性を評価するオ

プションを「発電用原子力設備 環境疲労

評価手法」に取り入れ、疲労に対しても合

理的な評価を可能とする改定にも大きく寄

与した。これらの業績は自らの研究成果を

実効性のある規格の改良に結び付けたとい

う点で、日本機械学会標準事業表彰（コー

ドエンジニア賞）に値する。 

 


